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近年、子どもの学力及び学習意欲、体力の低下
が問題視されている。経済開発協力機構（以下、
OECD）の実施している国際的な学習到達度に関
する調査、「PISA調査」において、日本が調査を

開始した2000年当時の結果と比較すると、2003・
2006年度調査において著しい低下が見られ、2009

年度調査で回復傾向が見られたものの、依然とし
て数学的・科学的リテラシーの低下が顕著に現れ
ている1）。一方、体力においても1964年度から実
施されてきた「体力・運動能力調査」において、
1980年代後半から急激な低下が見られ、2007年度
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Abstract
The purpose of this study was to investigate the actual condition on the lifestyle and health of the high school students in Y 

prefecture for three years. And while clarifying the actual condition, it carried out for the purpose of investigating the 
consequence of having actually given change of the lifestyle. 

The universe was a total of 5,235 persons of 2010 1,043 persons, 2011 1,985 persons, and 2012 2,207 persons. The results 
are as follows. 

1）  The high school students of Y prefecture have a high rate of breakfast ingestion, and eaten three or more articles. 
Moreover, they was made breakfast positively in home. It is in an improvement tendency about breakfast in three more 
years. 

2）  Hemoglobin value is in an improvement tendency in three years. 
3）  The place where the improvement of breakfast and Hemoglobin value was remarkable was working by a teacher and a 

student becoming a subject. （Tokai J. Sports Med. Sci. No. 25, 105-111, 2013）
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より下げ止まり、今日では向上傾向を示している
ものの、ピーク値、体格比から見ると、なお体力
が高いとは言い難い2）。
またこれらの背景には、携帯電話やテレビ、ゲ
ームなどのニューメディアの使用過多、運動時間
の減少、就床時刻及び起床時刻の遅延化、朝食の
欠食など、生活習慣が密接に関わっていると考え
られており、生活習慣の悪化は、学年進行ととも
に深刻な状況を示している3）。
さらに生活習慣と関連して、冷え性や低体温、
貧血等の健康状態の悪化も問題となっており、そ
の対策は急務である4）。
健康実態を測るひとつの指標としては、血中ヘ
モグロビン値測定があり、我々の研究室は2011年
に高校生6,632名（男子3,795名、女子2,837名）を
対象に測定を実施した。その調査では17.7％の生
徒が、WHOの定める基準値（男子13.0g/dl、女
子12.0g/dl）を下回っていることが明らかとな
り、貧血傾向であることが明らかとなった5）。
これらの問題に対し積極的に取り組んでいる学
校や自治体では、改善の傾向が見られ、体力・学
力ともに向上していることが明らかとなっている
6, 7）。またその取り組み方についてはそれぞれの
学校や都道府県によって異なっているが、その中
でも Y県では食事を中心とした「食育」を推進
することで、生活習慣を良好にし、県民全員が健
康な心身を作り上げることを目指している。特に
生活習慣が悪化する高校生を対象とした「高校生
のための食育推進計画」も遂行しており、2010年
より本研究室と連携して良好な生活習慣作りを目
標に活動してきた8）。
本研究では、2010年から2012年にかけて行われ
た「高校生のための食育推進計画」において調査
された、Y県の高校生の生活習慣の実態と健康状
態の実態を明らかにするとともに、2013年からの
食育推進計画の修正及び良好な生活習慣の方法を
模索するため、実際に生活習慣の変化に与えた影
響について調査することを目的とした。

1．調査対象・期間
各年ともに、Y県より食育実践校として指定さ

れた 4校と、学校側より依頼のあった公立高校 1

校の合計 5 校5,235名（2010年1,043名、2011年
1,985名、2012年 2,207名 ） を 対 象 に、2010、
2011、2012年ともに 4月から 8月を調査期間とし
て、生活習慣調査とヘモグロビン値（以下、Hb

値）の測定を行った。
本研究では、倫理上の配慮として東海大学「人

を対象とする研究」に関する倫理委員会の承認を
得て調査を実施した。

2．調査方法
1）生活習慣調査
無記名、選択式（一部自由記述あり）の質問紙

による調査を行った。内容は起床・就床時刻や朝
食喫食の有無、食事の品数、入浴等の生活に関す
る質問と、携帯電話やパソコン等ニューメディア
の使用時間、体育や運動の好嫌度、現在の健康状
態やセルフコントロールについてなど、全48項目
からなる質問紙を作成し、各校に配布した。な
お、2011、2012年度の質問紙については、前年度
の内容を見直し、一部加筆、修正したものを用い
た。
2）Hb値測定

Hb値の測定には、非侵襲的方法を採用し、末
梢血管モニタリング装置、ASTRIM SU（SYSMEX

社製）を使用した。なお、本装置は近赤外分光画
像計測法を用いるため、実際に採血の必要がな
く、測定者の痛みやストレスの心配がない上、約
1分程度と短時間で測定できることが最大の特徴
である。また、再現性や採血法との相関性が検討
され、高い信頼性と妥当性が確認されており9）、
研究への応用や教育現場での測定も期待されてい
る。今回は室温の統制は行っていないが、対象者
の手指が冷えている場合、Hb値が低く出ること
が報告されている10）ことから、ポリ塩化ビニル

Ⅱ．方　　法
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製の水枕に80～90℃のお湯を入れて手指をくる
み、温めてから測定を行った。測定は 2回以上行
い、近似した値を測定値として採用した。なお、
Hb値の基準値には世界保健機関（以下、WHO）
によって示されている11）、男子13.0g/dl、女子
12.0g/dlを採用して、貧血傾向の有無を評価した。

4．分析
返却された質問紙は OCRソフトの Dyna Eye

（富士通）を使用して読み取り、読み取りミスを
目視によって確認した後、修正を行った。データ
の入力及び整理、基本統計量の算出には
Microsoft社の Excel2003、2010を使用した。ま
た統計的仮説検定にはχ2検定を用い、有意水準
はいずれも 5％未満とした。

1．生活習慣調査
1）朝食について
朝食を「毎日食べる」と回答した割合は、2010

年が83.9％、2011年が80.0％、2012年が85.9％で
あり、全体的に2012年が最も高い割合を示した
（図 1）。また高校生の生活習慣と健康に関する調
査結果12）によると、朝食を毎日食べると回答し
た割合は71.9％であり、最も低かった2011年と比
較しても約8.0％上回っていることから、全国平
均と比較すると Y県の朝食摂取の割合は良好で
あると言える。また朝食の品数について、質問項
目の加わった2011年と2012年で比較すると、 3品
以上と回答した割合は50.1％から56.0％に増加
し、 1品と回答した割合は12.5％から10.4％に減
少していた（図 2）。
「家族が朝食を作ってくれますか。」という質問
に対しては、2011年は「いつも作ってくれる」と
回答した割合は73.1％であり、2012年度は80.3％
であった（図 3）。我々の研究室が T大学付属高
校生6,088名を対象として行った同質問の調査結
果は63.8％であったことから13）、これと比較する
と Y県における家庭の支援は大きいと考えられ
る。また2011年度と2012年度を比較すると、「い
つも作ってくれる」と回答した割合が約 7％上昇
していたことから、家庭へも食育推進の成果が現

Ⅲ．結果及び考察

図 ₁ 　 3 年間の朝食喫食率の変化
Fig 1 �Distribution of the rate of having breakfast for three 

years.

図 ₂ 　 2 年間の朝食の品数の変化
Fig 2 �Distribution of change of the rate of articles of the 

breakfast for two years.

図 ₃ 　 2 年間の朝食を家族が作ってくれる割合の変化
Fig 3 �Distribution of change of the rate made breakfast in 

home.
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れていることが推察される。
以上の結果より、毎日朝食を摂取する割合、朝
食の品数が 3品以上である割合、また家族が朝食
を作ってくれる割合がいずれも増加していること
から、Y県は全体的に朝食において改善傾向にあ
るものと推察された。
さらに2010年度から2011年度にかけて 2年連続
で食育における推進事業を委託された SK高校に
ついて縦断的に朝食を毎日摂取する割合を比較す
ると、2010年度の最初の調査では72.0％、2010年
度の中期では74.3％、2011年度では100.0％の生徒
が朝食を毎日食べると回答した（図 4）。この背
景には、学校における取り組みが挙げられる。教
育委員会と本研究室との連携がスタートした2010

年から、質問紙調査を通して生活習慣の実態を調
査するとともに、その結果を各学校にフィードバ

ックしている。開始当初は教育委員会における推
進事業、フィードバックや本研究室による啓発活
動が推進事業の中心であった。しかし次第に教職
員が生徒の生活習慣の実態に危機感を持ち始め、
朝食摂取の重要性等を授業や特別活動を通して、
進めるように変化した5）ことで、朝食を毎日摂取
する割合が74.3％に増加した。さらにこれらの取
り組みから、生徒も食の重要性を認識し、自ら学
び、推進活動を行い、文化祭や総合的な学習の時
間等でその活動成果について報告し合うなど、自
発的な活動が見られた。結果として、朝食を欠食
する生徒が減少し、毎日朝食を摂取する割合が
100.0％となった。近年、教員も生徒の生活習慣
が乱れてきていることを感じているが5）、具体的
に生徒の生活習慣に介入し、改善に成功した学校
は少ない。今回の SK高校の取り組みは、食育推
進を発信した Y県と学校現場が連携したことで
生活習慣に介入し、改善に成功した一つの事例と
言える。

2．Hb値測定の結果について
測定された Hb値の結果を男女に分けてWHO

の基準値（男子13.0g/dl、女子12.0g/dl）も照ら
して基準値以上・未満に分類したところ、男子は
基準値に満たなかった高校生が2010年は20.7％、
2011年は12.8％、2012年は8.3％であった（図 5）。
一方、女子は2010年が31.0％、2011年が35.0％、
2012年が16.4％であった（図 6）。以上のことか

図 ₄ 　 SK 高校における朝食摂取の縦断的変化
Fig 4 �Distribution of change of the rate of having 

breakfast in SK high school

図 ₆ 　 Hb 値（男子）の変化
Fig 6 �Distribution of change of the rate of Hemoglobin value 

(female) for three years.

図 ₅ 　 Hb 値（男子）の変化
Fig 5 �Distribution of change of the rate of Hemoglobin value 

(male) for three years
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ら Y県において全体的に、男女とも貧血傾向が
減少していると考えられる。また三島らの研究に
おいて、貧血傾向には基本的な生活習慣が関係し
ていることが示唆されている9, 14）。このことから
2010年度から2012年度にかけて朝食欠食率が減少
したことが、基準値未満の増加へとつながったこ
とが推察される。さらに野井ら（2009）の報告で
は、Hb値には特に女子高校生と母親との母子相
関が指摘されており15）。母親の生活習慣への認識
の変化が、子の生活習慣への変化に影響すること
が考えられる。「家族が朝食を作ってくれるか」
という質問において、「いつも作ってくれる」と
回答した割合は2011年から2012年にかけて上昇し
ていたことから、家庭での支援も Hb値に影響を
与えていることが考えられる。朝食において生活
習慣の立て直しに成功した SK高校において、
Hb値の変化を縦断的に見たところ、朝食への取
り組みが教師主体から生徒主体へと変化し5）、朝
食欠食率に減少が見られると同時に、Hb値の基
準値以上の割合も少しずつ増加し、結果として男
子は87.5％から97.7％に、女子は54.7％から90.8％
に増加していた。以上より、生活習慣の改善が
Hb値上昇に何らかの影響を与えたことが推察さ
れる。
また文部科学省によると、保健室の来室者数は
学年進行とともに増加し、高校生になると「体調
が悪い」、「なんとなく」、「休みたい」といった理
由で来室することが報告されている16）。SK高校
においても2008年 4月～12月までに270名が来室

していたが、本研究室が介入した2010年には203

名に減少している。さらに夏休み後の 9月には来
室者数が多い傾向にあったが、 8月に本研究室に
よる講演活動や、教員による朝食を食べるように
呼びかけるなどの啓発活動が行われた5）

2010年の
9月には、19名に減少した（図 7）。また一般的
に赤点と言われる試験の落第点についても、2008

年には全体で103名いたが、2010年には 7名に減
少した（図 8）。
小澤・西島（2003）は、 3大生活行動の睡眠、

食事、運動のいずれかに焦点を当て、そのひとつ
に重点を当てると、結果として生活が充実・安定
することを風車に見立て、風車理論として提唱し
ている9）。今回の Y県の例は食育推進として主に
朝食に重点を当て、生活習慣の改善に取り組み、
全体として朝食を毎日摂取する割合が増加した。
これがきっかけとなって生活習慣が逐次的に良好
になり、Hb値の基準値未満の減少や健康状態が
良好になったことによる保健室の来室者数の減
少、また生活が充実・安定したことによる勉強時
間の確保によって落第点を取る生徒の減少へとつ
ながったことが推察された。
しかし Hb値については学校間に格差が生じて

いることが報告されている6）ことから、今後は同
県内でも各学校で集計し、特徴や傾向を把握する
必要性が感じられた。また本研究は継続的に調査
した SK高校を除き、 1年ごとに対象校を変えた
横断的な研究であることから、推察されるのはあ
くまでも Y県の傾向のみである。以上のことか

図 ₇ 　 SK 高校における保健室の来室者数の3年間の変化
Fig 7 �Distribution of change of the number of persons coming 

to nurse’s office for three years.

図 ₈ 　 高校における落第点をとる生徒の3年間の変化
Fig 8 �Distribution of change of the number of persons taken 

failing marks by a test for three years.
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ら今後は同じ高校を縦断的に見て、朝食を中心と
した生活習慣が本当に定着しているか、さらに朝
食のみにとどまらず、他の生活習慣についても集
計し、本当に生活習慣が逐次的に改善されている
のか、検討する必要がある。
今回、Y県が食育推進事業、大学研究室との連
携、学校への働きかけ等、教育委員会が主体とな
って取り組みを始めたことで、SK高校では教
員・生徒が主体となって学校ぐるみで生活実態や
Hb値の測定し、ホームルームで取り上げるな
ど、学校一丸となって食育推進に取り組み、結果
として朝食摂取の割合は100％に到達し、Hb値
の基準値未満の減少、保健室の来室者数減少、落
第点を取る生徒の減少などが見られた。ここで重
要なことは Y県の取り組みを、教員が一丸とな
って取り組んだこと、そしてそれによって生徒自
らが動き出したことにあると考えられる。この事
例が今後、生活習慣改善の一つのモデルとなり得
るか、他の学校で検証する必要があると考えられ
る。

本研究は Y県の高校生を対象に 3年間の生活
習慣の実態と健康状態の実態を調査し、明らかに
するとともに、実際に生活習慣の変化に与えた影
響について調査することを目的として行った。そ
の結果、Y県の高校生は朝食喫食の割合が高いこ
と、品数についても 3品以上食べる割合が高いこ
と、家族が積極的に朝食を作ってくれること、ま
た 3年間の中でその割合はさらに上昇しているこ
とが明らかとなった。健康状態の一指標とした
Hb値についても 3年間の中で、改善傾向にある
ことが明らかとなった。またその改善の背景に
は、学校における教師・生徒の主体的な取り組み
があることなどが示唆された。以上のことから今
後も朝食を中心に食育推進事業を展開していくこ
とは非常に重要であると考えられた。
今後の課題としては 1点目に Hb値には学校間

Ⅳ . まとめ

格差が生じていることから、学校単位での集計
し、その学校の傾向を調査するとともに、食育推
進事業が本当に学校に浸透しているか縦断的に見
る必要があること。 2点目に朝食に限らず他の生
活習慣についても定着度を計り、本当に全体とし
て生活習慣の改善が図れたか検討すること。 3点
目は今回の成功事例が他の高校でも成功しうるの
か、検証する必要性などが挙げられた。

本研究は、2010～2012年度科学研究費補助金基
盤研究（C）「高校生のアクティブライフ構築に
関する調査研究」（研究代表者：小澤治夫）の一
環として実施したものである。
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